




 赤坂　宗光（東 京 農 工 大 学 ・ 農 学 研 究 院）












もたらす（Vila et al., 2010）。このため、侵入・定着した外来生物を管理するための手法等
に関して、これまで様々な研究が行われてきた（例えば　大澤・赤坂、2009; Pichancourt 
et al., 2012）。しかし、実際に保全等の現場において外来生物を管理するにあたり、投じる
ことができる金銭的、人的な資源は常に限られており（Humston & Mortensen, 2005; 
Shaw, 2005; Osawa & Ito, 2015; Osawa et al., 2016b）、効果的な管理を実現するためには、
管理手法の確立に加え、限られた資源を手法や場所ごとに適切に配分する、現実的な計画
を立案する必要がある（Moilanen et al., 2009; McDonald-Madden & Chades, 2011; 
Kumschick et al., 2012; 大澤・川野、2019）。
管理に係る労力の配分に向けて、既に侵入してしまった対象地域をゾーニングして優先
的に管理すべき地域を示す等、空間明示な管理計画の立案に向けて、これまで多数の研究




おり、種特有の生態学的プロセスを組み入れることができていない（Giljohann et al., 2011; 
Januchowski-Hartley et al., 2011; van Wilgen et al., 2012）。分布拡散戦略、環境要求性等、
対象種が持つ生態学的特性および生態学的プロセスを管理計画に取り入れることは、保全
等の現場で実施する管理行動を決定する上で重要となる（Davies & Sheley, 2007; Osawa 
et al., 2016b）。
繁殖体の供給（Murray & Phillips, 2010）と、生息地としての環境適合性（Pysek & 
Richardson, 2010; Simberloff & Rejmanek, 2011）は、外来生物の侵入成功および個体群の
存続を決定づける重要要因である。例えば、侵入先の生息場としての物理環境が好適では
ない場合でも、種子等の繁殖体が継続的に供給されていれば、個体群は存続しうる


































対象地は小笠原諸島聟島列島媒島（27° 37’-27° 38’N、142° 10’-142° 11’E、1.37 km2 ; 図 2）
である。媒島は、現在は無人島だが、有人であった 1880 年代に家畜としてヤギが導入さ
れ、第二次大戦後に人間が撤退した後にヤギは野生化し、植生を大きく破壊したことが知
られている（Hata et al., 2010; Osawa et al., 2016a）。媒島では、1997 年から 1999 年にかけ
て集中的にヤギの駆除が実施され、1999 年には根絶を達成した。しかし、その後はヤギの
摂食を受けていた外来植物であるギンネム（Leucaena leucocephala L.）の分布域が著しく
拡大してしまったことが明らかになっている（Osawa et al., 2016a）。
2．対象種
ギンネム Leucaena leucocephala L.（Fabaceae）は南米由来の常緑低木で、木材利用や
飼料として東南アジアや小笠原諸島に導入された。旺盛な繁殖力と生態系への悪影響から、
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程度分布しているかを繁殖体圧の指標とした（図 4）。図 4 に示したように、“周囲” につい

















































































するため、残差の Moran’s I を計算した。その結果、構築したフルモデルについて有意な








わち最も値が高いメッシュを 1、次に値が高いメッシュを 2 という形式でランクを付与し
た。繁殖体圧、環境適合度それぞれの上位 25% のメッシュを抽出し、両方が上位 25% に
入っているメッシュ（継続的な繁殖体圧および高い環境適合度を持つ地域）をクラス 1、
繁殖体圧のみ上位 25% に入っているメッシュ（継続的な繁殖体供給があるものの、環境適
合性は低い地域）をクラス 2、環境適合度のみ上位 25% に入っているメッシュ（繁殖体圧
は限定的であるものの、環境適合性が高い地域）をクラス 3 に設定し、どちらにもあては





存在していた 101 メッシュのうち、9 メッシュがクラス 1 として割り当てられ、16 メッ




































































ムの定着には周囲からの種子供給が重要であることが示唆されている（Hata et al., 2010）。









に向上する可能性がある（Osawa et al., 2013; Aung & Koike, 2015）。実際、既往研究にお
いても、ギンネムの侵入は裸地や森林ではなく、草原において起こりやすいことが明らか
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